
追⼿⾨学院⼤学⼤学院⼼理学研究科⼼理学専攻博⼠前期課程 

臨床⼼理学コース教員の研究テーマと臨床のオリエンテーション 
 
■中⿅彰 
○研究ジャンル：  ⼦ども問題 
○研究のキーワード：  発達障害、障害福祉 
○研究に関するコメント： 臨床⼼理学と発達障害⽀援の分野を結びつけることを⽬標

にしています。具体的には、知的障害、LD・ADHD、ASD 等発達障害への⼼理臨床的な
側⾯からの⽀援⽅法を研究しています。 

○臨床実践の指針：	 折衷	
	

■永野浩⼆ 
○研究ジャンル： ⾃⼰実現、メンタルヘルス、パーソンセンタード・アプローチ 
○研究のキーワード：  フォーカシング的態度、Personal Development、⾃⼰⼀致、幸せ

な⽣き⽅・働き⽅、エンカウンター・グループ、当事者研究、ダイアローグ 
○研究に関するコメント：     ⼈がその⼈らしく⽣きていくためには何が必要か、そのプロ

セスはどのように進むのか、ということについて、思春期〜中年期までの⼈を対象とし
て、臨床⼼理学の⽴場からの臨床実践と実証的な研究を⾏っています。その関連で、働く
⼈の「幸せな⽣き⽅・働き⽅」についての研究・実践や、臨床家の Personal Developmentの研
究・研修会の実施、⽅法論としてフォーカシングやグループ・アプローチの実践や研 究 、
最近では当事者研究やダイアローグにも関⼼があります。 

○臨床実践の指針：  「 ク ラ イ エ ン ト は ⾃ ⾝ を 理 解 し 発 展 ・ 成 ⻑ さ せ る 広 ⼤ な 資 源 を 有 す
る 」 と い う 考 え ⽅ ・ 哲 学 の 「 パ ー ソ ン セ ン タ ー ド ・ ア プ ロ ー チ 」 と そ の ⽅ 法 論 （ ⾃ ら
の 体 験 を も と に ⼈ ⽣ を 創 造 し て い く ） に 最 も 関 ⼼ が あ り 、 そ の 理 論 と 体 験 か ら 学 び 続
けています。 

 
■⾺場天信 
○研究ジャンル ： ⼼⾝の健康に及ぼす感情処理、パーソナリティ、親⼦関係、メンタラ

イジング機能の研究 
○研究のキーワード ： ⼼と⾝体の関係、ストレス対処、アレキシサイミア、情動知性、

感情のメンタライゼーション、親⼦関係、対⼈関係、愛着形成 
○ 研 究 に 関 す る コ メ ン ト： 私 は 精 神 分 析 臨 床 か ら 概 念 化 さ れ た ア レ キ シ サ イ ミ ア （ 感 情

の 気 づ き や 表 出 、 調 整 の 乏 し さ ） に つ い て 感 情 処 理 や 親 ⼦ 関 係 、 家 族 関 係 、 愛 着 形 成 、
メ ン タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 、 対 ⼈ 関 係 の 在 り ⽅ と の 関 係 に 関 ⼼ を も っ て ⻑ ら く 研 究 を し て
き ま し た 。 現 在 は 、 感 情 の メ ン タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン に お け る 親 ⼦ 関 係 と ア レ キ シ サ イ ミ
ア と の 関 係 に 最 ⼤ の 関 ⼼ を も っ て 研 究 を し て い ま す 。 研 究 の 関 ⼼ 領 域 は 、 ⼼ ⾝ 医 学 や
⼼ 療 内 科 学 に お け る 臨 床 ⼼ 理 学 的 介 ⼊ や そ の 基 礎 研 究 、 そ し て 、 精 神 分 析 の 臨 床 実 践
で 注 ⽬ さ れ て い る 事 象 （ パ ー ソ ナ リ テ ィ や 諸 概 念 ） に つ い て の 調 査 研 究 で す 。 質 的 研
究や事例研究は対象としていません。 

○ゼミ内の臨床教育における⽅針：   私 の 専 ⾨ は 精 神 分 析 で す が 、 中 で も 関 係 精 神 分 析 お
よ び 対 ⼈ 関 係 論 に 基 づ い た 訓 練 を 修 了 し 、 私 設 開 業 臨 床 で 精 神 分 析 的 な 臨 床 実 践 を し
て い ま す 。 そ の た め ゼ ミ は 、 臨 床 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に つ い て こ れ ら に 強 い 関 ⼼ を 有
している⽅で構成されています。院ゼミ⽣には、修⼠課程の  2 年間で  KIPP 対⼈関係精
神 分 析 セ ミ ナ ー 、 ⼤ 阪 精 神 分 析 セ ミ ナ ー 、 精 神 分 析 研 究 会 神 ⼾ の い ず れ か の 年 間 プ ロ
グ ラ ム を 受 け る こ と を 必 須 と し て い ま す 。 無 意 識 に 関 ⼼ を 持 ち 、 現 在 の 困 り ご と に 対
し て 過 去 の 親 ⼦ 関 係 を も と に し た 経 験 の 影 響 を 理 解 し て い く ア セ ス メ ン ト や 関 り が
で き る 臨 床 家の養成を⼼掛けています。 



 
 
■溝部宏⼆ 
○研究ジャンル： 医学 
○研究のキーワード ： ⼼⾝症 精神病 精神療法 内観療法 
○研究に関するコメント ： 健康な⽅のメンタルヘルスから、ストレスによる⾝体の不調

や⼼の病所謂精神病状態まで、脳と⼼理の両⾯からの対応法を考えています。 
 
■櫻井⿎ 
○研究ジャンル： 犯罪⼼理 
○研究のキーワード： トラウマ、PTSD、犯罪被害者、⾮⾏、犯罪 
○研究に関するコメント： いじめ、SNS  を介した⼦どもの犯罪被害、交通事故被害者の 

⼼理など、トラウマに焦点を当てた実証研究をしています。また、⾮⾏や犯罪⾏為の要因
についての研究をしています。 

○臨床実践の指針：   精 神分析的⼼理療法 
 
■辻潔 
○研究ジャンル： カウンセリングのトレーニング法、投影法の研究、⾝体⼼理学 
○研究のキーワード： マイクロカウンセリング、投影法⼼理テスト 
○研究に関するコメント ： ⼼理療法、⼼理テストといった臨床⼼理学全般について研究

しています。特に最近はカウンセラー養成のための   トレーニング⼿法とその応⽤に関
⼼があります。 

○臨床実践の指針： ⼼理臨床活動は、主に⼩児科領域で、⼦どもや⼥性を対象に⼼理療法
をして来ました。オリエンテーションは、⼈間性⼼理学の折衷派となりますが、⼼理学的⽴
場での⼼理療法ということを強く意識しています。 

 
■益⽥啓裕 
○研究ジャンル ： 社会福祉、⼦どもの⼼理療法・⼼理的⽀援 
○研究のキーワード： 社会的養護、児童福祉施設 
○研究に関するコメント ： 社会的養護における⼦どもたちへの⼼理的⽀援について研究

しています。 
○臨床実践の指針： 児童福祉施設で⼦どもへの統合的⼼理療法と、⼦どもの養育者を⽀

える取り組みを⾏ってきました。社会が⼦どもに良質なケアを届けるための⼿⽴て作
りに関⼼があります。 

 
■嶋 ⼤樹 
○研究ジャンル： メンタルヘルス 
○研究のキーワード ： 臨床⾏動分析，⾔語⾏動，関係フレーム理論，⼼理的柔軟性，⾏

動分析学，⽂脈的⾏動科学，抑うつ・不安，⽣活習慣病 
○研究に関するコメント ： 適応／ 不適応につながる⼼理⾏動的問題の発⽣・維持要因の

特定や，その変容⽅法の開発について，とくに⼈間の“ことば”が持つ⼒に注⽬して基礎 
／応⽤的な研究をしています。臨床⾏動分析学的な視点からの実験的な研究が中⼼です。 

○臨床実践の指針 ： 臨床⾏動分析に基づく⽀援，とくに，アクセプタンス＆コミットメ
ント・セラピーを実践しています。 


